
付けられているものである。B～ F-2～ 4区に広く分布する土器 6。 15。 17～ 21は、出土量

も多く、分布域も遺跡の中心を占める。土器20は早水台式土器に該当し、土器15を 除く他の

土器もほぼ同時期と考えられよう。土器26については、宮崎学園者[市遺跡群の清武町・入料

遺跡に関連資料が見られる。入料遺跡例は、外反する口縁部の破片で、外面と内面の上部に

二段 RLの 縄文を施す。いずれも押型文土器に伴 う縄文系の土器であろうか。

石器については、繰 り返し述べる通 り、磨石 。石皿が皆無であった点が重要である。また、

磨製石斧が 1点のみであることも挙げねばならない。 Vヽわゆる鍬形鏃、異形局部磨製石器に

類似するものなど、押型文土器に伴 う≧される石器が出土しているが、土器の型式 (様式 )

と共伴する石器の形態、組成の関係も今後詳細に検討していかねばならない。

2.縄文時代早期の集石遺構について 一東部九州南半地域の資料の検討一

今まで使用してきた、そして以下で言う東部九州南半は、ほぼ現在の宮崎県域を指し、早

期を中心とする九州の縄文時代の集石遺構について考察した、徳永貞紹による地域区分を踏

襲している。徳永は、当地域については不確定要素も多いものの、掘 り込みを持ち、配石を

持たないAⅡ 類から掘 り込みの無いB類への時間的変化が読み取れるとしている。

不確定要素は主に土器編年であるが、その精度の問題もさることながら、集石遺構の性格

上、土器による所属時期決定が困難であることや、複数の生活面の重複も問題の解決を困難

にしていると言えよう。また、調理される食物の種類により集石遺構の形態が異なるという
10

民族例からは、それらの共時的な追求を迫 られる。さらには個々の礫群が、いかなる作業段

階に所属するのかという弁別が技術的に困難なことも挙げられる。作業過程への照射は、早
lD

いところでは小薬一夫によってなされたが、当地域においても近年、種々の段階の集石遺構

の検出例の指摘がなされるようになった。Fig。 44は宮崎学園都市遺跡群の宮崎市・前原西遺

跡で検出された土坑である。礫群層の下部、集石遺構に近接して存在し、埋土中に炭化物を
19

含むが焼礫は見られない。同様の遺構は東隣の前原北遺跡においても検出され、報告者は「集
10

石の形成そして廃絶の過程の各段階を示す」可能性を指摘している。さらに同じく宮崎学園

者Б市遺跡群の清武町・田上遺跡においても、検出された集石遺構について、それぞれ準備礫
10

から廃棄礫に至る各段階に想定している。それらの指摘を受け、まとめるならば、前述の視

点の欠如した分類・編年では、結果として、例えば集石遺特の完成形態と準備礫 。廃棄礫の

集積を同一の組列上で扱うといった誤りをおかす危険性が大きい、と言えよう。
151

以下においては、その点を踏まえ、さらに、田野町 。前平地区遺跡群のように、出土土器

から複数の期間にわたって存続したと考えられる遺跡を避け、形成期間の短い当地域の遺跡

の集石遺構を見ていくことによって各土器型式の段階ごとの特徴を捉えていきたい。
10

宮崎市・前原西遺跡 (Fi3 44-1・ 2)

前出の遺跡である。アカホヤ層下の黒褐色ロームから前平式土器を中心とする縄文早期土
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器が出土した。集石遺構は12基で、全て土坑を持つものである。前述の焼礫をほとんど含ま

ない土坑もその中に計上されている。また土坑の最下部に扁平礫を置くものが3基存在する。
orl

野尻町・梯遺跡 (Fig.44-3)

Ⅱ章で触れた、本遺跡の近隣の遺跡で、アカホヤ層下の暗褐色ローム層で23基の集石遺構

が密集して検出されている。土器は山形・楕円の押型文土器、櫛目状の貝殻腹縁による平行

沈線を施すものなどが出土しており、本遺跡と遺跡形成の時期が一部重なる。集石遺構は、

掘り込みを持つものと持たないものの両者が見られるが、数的には前者の方が多いようであ

り、その中には掘り込み最下部に配石を有するものもある。
(10

高鍋町・水谷原遺跡 (Fig。 44-4)

アカホヤ層直下で集石遺構が6基検出され、それに伴つて土器片が出土しているが、ほと

んどが塞ノ神式土器であつたという。集石遺構は、全て明瞭な掘り込みを持たず薄く焼礫が

堆積する形態のもので、 うち5基は被熱の度合いが低く使用頻度があまり高くないものとさ

れ、6号の 1基のみ、礫の下部に灰の堆積層があり、その場で加熱した痕跡があるとされる。

また、1号は円礫主棒であり、6号には円礫が多数混じるが、他は破砕された角礫のみであつ

た。以上のことから、報告者は6号が礫供給源として機能し、他所に運搬され使用された可

能性を指摘している。

以上、 3遺跡の集石遺構の在り方について見てきた。前原西遺跡を縄文時代早期前葉、梯

遺跡を早期中葉、水谷原遺跡を早期後葉と位置付けると、掘り込みを持つものから、持たな

いものへ変化するという徳永の見解が追認できる。また、宮崎学園都市遺跡群の宮崎市・堂

地西遺跡の調査では、熱ルミネンセジスによる年代測定から同様の結果を得ていば。ただし、

円筒形土器系・押型文土器期までの資料は比較的多く見られるものの、塞ノ神式上器期の資

料は少なく、水谷原遺跡例も、6号以外は廃棄礫、再使用のための準備礫を含むと考えられ
伽)

る。ここでは参考例として串間市 。開尾遺跡の例を追力日しておこう。開尾遺跡からは若子の

円筒形土器も出土しているが、主体となるのは塞ノ神式土器であり、28基検出された集石遺

構のうち掘り込みを有するものは2基のみであつた。薄いレンズ状の堆積を示すものが多い。

このように、現段階では塞ノ神式土器期の集石遺構については掘り込みの不明瞭化の傾向

が認められよう。その現象の背景については今回の論題からはずれるが、塞ノ神式土器にお

ける、大形土器の出現を含む形式 (器種)分化に注目しておきたい。これについては雨宮瑞
9D

生 。松永幸男が法量の数量化を行ない、用途の多様化の可能性を指摘しているが、塞ノ神式

土器期における集石遺構のより簡略な在り方を、形式 (器種)の多様化という現象と重ね合

わせると、食文化における礫の相対的な比重の低下と捉えることが可能になろう。あるいは、
99

集石遺構が「食」の中でも祭祖的位置を占めるものであったとする上田典男の見解を検証し

ていくことで、この遺構の継続期間の長さの解釈が可能になるかも知れない。
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紙数の関係もあり、考察と銘打ちながら粗いものになってしまった。機会を見つけて再考

したい。また文中では敬称を略している。末尾ながら先学諸氏に対する非礼を心よりお詫び

申し上げたい。
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